
平
成
二
十
七
年
度
「
花
の
ま
わ
り
み
ち
」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

俳俳
句句
入入
選選
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里
風
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選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
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(

三
句) 

 

 
 「

一
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鍛
造

た

ん

ぞ

う

の
音
を
聞
き
つ
つ
花
の
道  

 
 
 

 
 
 

 
 

淺 

田 

洋 

子 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 
(

評
） 

 

金
属
素
材
を
鍛
造
す
る
機
械
の
音
が
す
る
。
工
程
の
ど
こ
か
は
分
か
ら
ぬ
が
聞
こ

え
て
く
る
。
作
業
す
る
人
は
と
想
像
し
な
が
ら
花
を
賞
で
る
。
思
い
や
り
を
感
じ
さ

せ
る
。 

 

「
二
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手
の
平
に
思
わ
ず
乗
せ
る
紅
手
毬 

 
 
 

 
 
 
 

 

山 

本 
 
 

彰 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 
 

（
評
） 

思
わ
ず
乗
せ
る
。
こ
の
措
辞
に
は
美
し
さ
が
あ
る
。
手
の
平
に
乗
せ
て
、
つ
く
づ

く
見
る
紅
手
毬
の
色
が
手
の
平
に
移
る
か
も
知
れ
ぬ
。 

 
 
 

 

 

「
三
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全
身
で
笑
ふ
赤
子
や
花
の
下 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

亀 

井 

朝 

子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 

 
 

 
(

評
） 

健
康
な
赤
子
で
あ
る
。
全
身
で
笑
う
と
は
単
刀
直
入
の
表
現
で
あ
り
、
一
読
し
て

赤
子
の
姿
を
目
の
前
に
す
る
。
多
く
言
わ
な
い
の
が
俳
句
。
花
の
下
の
赤
子
。
明
る

い
句
。 

 
 



 

 
入 
選 

 
(

五
句) 

 

 

逍
遥

し
ょ
う
よ
う

に
傘
な
ど
要
ら
ぬ
花
の
雨  

 
 

 
 

 

小
早
川 

真
（
一
真
） 

  
 

（
評
） 

雨
の
中
の
花
を
鑑
賞
で
あ
り
、
花
に
心
を
遊
ば
せ
る
こ
と
に
傘
な
ど
は
要
ら
ぬ
と

は
、
悠
々
自
適
の
心
境
か
。 

  
 造

幣
や
裏
も
表
も
八
重
に
満
つ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真 

部 

宣 

則 

  
 

（
評
） 

造
幣
や
、
と
上
五
を
離
し
て
い
る
の
は
造
幣
局
を
一
つ
の
場
所
に
し
た
。
そ
の
建

物
の
表
も
裏
も
美
し
い
桜
で
満
ち
て
い
る
の
で
あ
り
、
花
と
工
場
が
一
体
し
た
景
で

あ
る
。 

  

貨
幣
打
つ
低
き
音
洩
れ
雨
桜 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

若 

宮 

直 

美 

  
 

（
評
） 

貨
・
幣
と
も
に
「
た
か
ら
」
の
意
味
。
工
場
の
中
で
音
が
す
る
が
、
花
を
見
に
来

た
人
に
遠
慮
の
音
が
、
低
い
音
で
あ
る
。
花
に
雨
、
低
音
が
ひ
び
く
。 

  

花
の
み
ち
雀
の
声
と
人
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

若 

宮 

直 

美 

  
 

（
評
） 

花
を
見
る
の
は
人
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
雀
に
も
分
か
る
の
か
、
美
し
い
花
こ

そ
人
も
鳥
も
心
を
な
ご
ま
す
。
声
だ
け
を
捉
え
て
、
あ
と
は
読
者
の
想
像
に
委
ね
よ

う
。 

  

昭
和
よ
り
咲
き
つ
ぐ
花
の
ま
わ
り
み
ち  

 
 
 
 

小 

原 

桂 

子 

  
 

（
評
） 

昭
和
四
十
二
年
に
造
幣
局
か
ら
移
植
さ
れ
二
年
後
か
ら
咲
き
は
じ
め
、
今
年
も
咲

い
た
。
正
に
昭
和
の
桜
で
あ
る
。
平
和
の
花
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
。 
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佳 

作 
 

(

十
八
句) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

旅
の
荷
を
預
け
て
花
の
回
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

河 

村 

幸 

子 
 

 地
を
掃
き
て
雨
に
重
た
き
八
重
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
田
宗
只
（
小
田
宗
忠
） 

 
 

篝
か
が
り

火び

の
光
う
つ
し
て
花
の
屑 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

白 

銀 

陽 

子 

 

傘
寿
越
し
あ
と
い
く
度
の
ま
わ
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

髙 

田 

智 

汎 

 

透
明
の
傘
に
散
り
た
る
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

中 

植 

紀 

子 
 

八
重
桜
枝
の
す
き
間
に
青
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

原 

田 

尚 

武 
 

 楊
貴
妃
の
さ
く
ら
地
に
咲
く
房
の
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

吉
岡
昌
文
（
雅
文
） 

 

花
筏
く
づ
れ
一
筋
動
き
出
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

野
津
訓
子
（
訓
子

く

に

こ

） 
 

濡
れ
て
な
ほ
花
び
ら
拾
う
人
の
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

岡 

田 

典 

子 
 

飛
花
落
花
造
幣
局
の
灯
の
に
じ
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
大
本
ミ
サ
子
（
長
谷

は

せ

美み

白は

く

） 

 

終
活
の
一
期
一
会
に
花
め
ぐ
り 

 
 

 
 

 
 
 

池
上
佳
子
（
佳
子
） 

 

踏
み
入
り
し
一
歩
を
染
め
し
落
花
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
岡
祥
子
（
祥
子
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
の
雨
傘
低
く
し
て
廻
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

 

宮 

下 

な
ら
う 

 
 枝

わ
た
る
小
鳥
や
花
を
こ
ぼ
し
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

正 

山 

史 

明 
 

花
の
下
で
四
ツ
葉
見
つ
け
た
ま
わ
り
み
ち 

 
 

 
 

  
 

 

楠 

山 

東
石
子 

 
 声

を
か
け
車
椅
子
押
す
花
の
冷 
 

 
 

 
 
 
 

村 

越 
 
 

緑 
 

幼
児
の
手
に
あ
ま
り
あ
る
花
手
毬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 
 

小 

田 
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子 
 

 
 

花
の
径
数
多
の
人
よ
平
和
都
市 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

髙
橋
幸
子
（
幸
子
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選 
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吟 
 
 

腰
た
た
き
媼

お
う
な

今
年
の
花
仰
ぐ 
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里
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子 
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